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(表 1中の番号1, 3, 5)と幅がある(三好,1994;
佐々木 ･鈴木,1998;鈴木,2000)｡岡山平野北部
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地域 番号,環境 試料 標高(m) 年代値(y｢B.P.) 基準となる層準 文献
八浜 1 陸 泥炭 -15.9 29000±720 - 三好(1994)
2 陸 泥炭 -14.7 10500±125 -
灘崎 3 陸 泥炭 -23.4 24900十3450,-2450 - 佐々木 .鈴木(1998)
4 陸 泥炭 -14.5 7920土250 -
藤田 5 陸 泥炭 -14.3 21100±410 - 鈴木(ZOOO)
6 陸 泥炭 -ll.8 8150±90 -
土田 7 隆 泥炭 -1.2 19270士220 - 鈴木(2000)
8 陸 泥炭 +1.8 2670±70 -
水島 9 海 カキ化石 -17.0 8230±40 - 本研究
出崎 10潟湖 泥炭 +1.16 5770±80 - 鈴木 .行基(1999)
11潟湖 泥炭 十1.16 5760±60 -
中山下 12 陸 泥炭 +0.7 2790±110 - 鈴木(ZOOO)
西大寺 14 陸 - -2.S 弥生小海退イベント 海退イベント面上位の根の跡 本研究
表2 水島地域のカキ化石試料 (表1中の9)の炭素同位体年代測定結果
Al山ude(m) Materialdated HCage(BP) 61ユC (%o)
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